
遠遠心心力力載載荷荷模模型型実実験験にによよるる
地地盤盤-構構造造物物のの動動的的相相互互作作用用問問題題のの解解明明

地盤の液状化による各種護岸、防波堤、盛土、堤防等、土構造物の地震時挙動の再現
実物に近い応力下での、矢板、杭、補強土壁等に発生する応力、曲げモーメント、変形挙動の確認

地盤と構造物の動的相互作用問題を実験的に考察するためには、土の自重の影響を無視
することができないため、1G場で実験しようとすると大規模な装置が必要となる。本装置の特

徴は、縮小模型に対し高い遠心力を加えることで、模型地盤の自重を増加させ実物に近い地
盤内応力状態を再現できる点である。また、縮小模型を用いるため、実験に要する時間と費
用を抑えることができる。

本学部は、回転半径1.5mのアーム型遠心力

載荷装置を有している。また、高い遠心場で作
動する振動台も有しており、動的実験が可能。
・可能な模型縮尺（遠心加速度レベル）：
静的実験では1/80 (80G)
動的実験では1/50 (50G)

・使用可能な土槽：
静的実験：幅50cm、高さ30cm、奥行20cm
動的実験：幅45cm、高さ30cm、奥行15cm

・使用可能なセンサー
加速度計、水圧計、レーザー変位計、荷重計、
ひずみゲージ

・計測点数 32点
・高速度カメラによる可視化

本装置の適用事例
・拡底杭の引抜き試験
・テールアルメによる補強土壁の耐震性検討

実験の一例：埋め立て護岸ケーソン基礎の
液状化時の挙動
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